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論文の内容の要旨
　ある資産を日々現れる買い手にできるだけ高く売却するという売却問題は，最適停止問題として議論すること
ができる。
　この問題は，従来，価格は買い手が提示するものとして定式化されてきたが，本研究では，市場の売り手の最
大許容購入価格の分布を想定し，価格は売り手が提示するものとしモデル化している。ここがこの研究の斬新的
なところである。本研究で扱ったモデルは以下の4つである。
（モデル1）基本的な販売問題。このモデルでは複数個の資産を売却するものとする。
（モデル2）モデル1において，終端価値，在庫費用および探索費用を仮定したモデル。
（モデル3）モデルユにおいて，売るべき資産を途中で補給することができるモデル。
（モデル4）モデル1の逆問題として，ある晶物をある期日までにできるだけ安く購入するという購入問題。
　本研究では，これら4つのモデルにおける最適決定政策の性質について理論的および数値実験的に明らかにし
ている。
　また本研究では，上で述べた販売問題の典型的な適用例として航空券の価格決定問題を，複数座席予約のない
場合と複数座席予約のある場合の二つのモデルとしてとらえ，最適価格が残りの座席数と残余の期問に関する単
調性の理論的解析を試み，ある場合には，その単調性が成り立たないことを反例をもって示している。単調性が
成り立たない場合，最適価政策が直感にそぐわない性質を持ち得るという興味深い指摘もなされている。航空券
の価格決定問題は従来も研究されてきているが，本研究のような視点に立つ研究は皆無であり，今後の新しい研
究の方向を示す研究となるであろう。
審査の結果の要旨
　資産の売却と購入問題は，最適停止問題の典型的な適用例としてこれまで多くの研究がなされてきたがラその
すべてが，決定主体に対して相手方（売却問題の場合には買い手，購入問題の場合には売り手）が価格を提示す
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るというものであった。これに対し，本研究では決定主体自身が価格を提示する場合について，相手方の最大許
容購入価格（売却間題の場合）と最小許容売却価格（購入問題の場合）の分布を仮定してモデル化し，最適提示
価格の性質を検討している。このような研究は従来ほとんど見られないという意味において斬新であるというこ
とができる。
　また，本研究では，この売却問題の典型的な応用例として，航空券の販売価格の決定問題を取り上げ解析を試
み，理論上，最適価格には反直感的な性質が現れることを指摘している。航空券の販売政策についてはこれまで
にも多くの研究がなされてきているが，このような視点に立ったものはなく，この意味でも本研究は斬新なもの
であるということができる。この研究は国際的に評価の高い審査付き学術雑誌Transportation　Scienceに採択さ
れ，近々公表されることになっている。
以上のことに鑑み，本研究は当研究科における博士論文として十分に評価できるものである。
　よって，著者は博士（経営工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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